






神奈川県では昭和 63年度に新生児救急システム 8年目,産科救急システム 3年目を迎えた。

1.新生児救急システムの推移(表 1,2,3)昭和 63 年度の取り扱い患者は全県で 1,176 名,62

年度に比べて 27 名減少した。こども医療センターでの取り扱い数は 322 名で 62 年度より

36 名減少した・産科救急より出生した新生児で新生児救急患者として取り扱った数は 363

名で 62 年度より 65名増加した。

受け入れ病院別では基幹病院(神奈川こども,横浜市大,聖マリ西部,北里,聖マリ,東海,小

田原市立,横須賀共済)での取り扱い数が 677 名,58.0%と 62 年度と比べて 44 名減少した。


